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Abstract 
 
【目的】 夜間のイカ釣り漁で,スルメイカは漁灯光によって誘引され,船周から船下の遮光域に
入り釣獲される。本研究では操業船近傍におけるイカの対光行動を知る手がかりとして,LED 灯光
の照射域・遮光域におけるイカの特徴的な行動を実験水槽で観測した。 
【方法】 実験は，函館市の北大院水（2013 年），国際水産・海洋総合研究センター（2014･15
年）内の円形水槽（内径 3.8m，水深 0.9m）と大型水槽（奥行 5m×横 10m×水深 3m）でおこなっ
た。円形水槽には水平面に 60 区画，大型水槽には鉛直面に 36 区画の観測区画を設けた。円形水
槽では「①照射方向の異なる光」，「②微量光」に対する行動を，大型水槽では「③照射方向の異
なる光」，「④照射範囲の異なる光」に対する行動を観測した。各条件に共通して，イカを 1 時間
以上暗環境に馴致させた後，LED 光を 5 分間照射し 30 秒毎に各区画の個体数を計数した。円形水
槽では水槽上方から暗視カメラで，大型水槽では水槽正面のアクリル面から目視で観測した。LED
の発光色は青緑（BG）と白（W）とした。各実験条件を以下に示す。①BG 光の LED 光源を水槽側
壁上に設置し，灯具上枠に装着した遮光板を水平面に対して 0°,45°,60°にセットし照射した。
②BG 光を水槽側壁上，または水槽中央から水平照射した。灯具の発光面には 1/1000 に減光する
フィルタを貼りつけた。大型水槽では，③BG 光と W 光を水面から 50cm 上方に位置するデッキに
設置した。照射条件は，灯具上枠の遮光板角度が 0°,60°の水平照射と灯具を下向きにした下方
照射とした。④BG 光と W 光を使用した。同色のパネル 2 つをデッキ両端に外側を向けて設置し，
灯具の下枠に装着した遮光板を 0°,30°,60°にセットして照射した。各実験について，水槽内
の観測区画における平均分布割合や分布割合の経時変化，移動軌跡について解析した。 
【結果】 ①光源点灯後，イカは遮光域に移動した。その後，遮光域を遊泳するうちに光源を感
知できる位置に来遊した個体が光源への接近行動を示した。②イカが光源への接近や回避行動を
示し始める水槽内（深度 10cm）の光量子束密度積分値範囲は 3.72×10-7～3.72×10-6μmol･m-2･s-1
と推定された。③イカは，水平照射光に対して光源に接近後，遮光域内に分布した。一方，下方
照射光に対しては，照射域を避けず，表層の広範囲に分布した。④BG 光照射時,イカはデッキ直
下の遮光域中央の表層に分布した。遮光域の容積を小さくすると,遮光域中央部の分布率が有意に
上昇した。一方,W 光照射時は,遮光域に集群するが,遮光域の容積変化に伴う遮光域中央部の分布
率に有意な変化はみられなかった。これらの結果から，イカが光を感知し，光への接近行動を経
て，遮光域に定位するまでの一連の行動，異なる波長に対する行動特性について考察した。 
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